
2'-Anilino-6'-[N-ethyl-N-(4-tolyl) 
amino]-3'-methylspiro[isobenzofuran- 

1(3H),9'-[9H]xanthen]-3-one 
 

2'-アニリノ-6'-[N-エチル-N-(4-トリル) 
アミノ]-3'-メチルスピロ[イソベンゾフラン- 

１(3H),9'-[9H]キサンテン]-3-オン 
 
 

[CAS No. 59129-79-2] 
 
 
 

Molecular formula: C36H30N2O3          Molecular weight: 539 
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ABSTRACT 
1. Material and method  

Purity  : 99.0%  
Test species/strain  : Rat/Crl:CD(SD)  
Test method  : OECD Test Guideline 423  

Route  : Oral (gavage)  
Dosages  : 2000 mg/kg  
Number of animals/step  : Females, 3  
Vehicle : Olive oil  

GLP  : Yes  
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2. Results 
Acute oral Toxicity 

All rats survived in the 2000 mg/kg group on steps 1 and 2. In clinical observations, 
body weight or gross observations, no abnormality was observed in any steps. 

2'-Anilino-6'-[N-ethyl-N-(4-tolyl)amino]-3'-methylspiro[isobenzofuran-1(3H),9'-[9H] 
xanthen]-3-one is classified in category 5 (>2000 mg/kg) of the GHS (Globally Harmonised 
Classification System for Chemical Substances and Mixtures) regarding acute toxicity.   
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急性経口投与毒性試験

15日に体重を測定した. 連絡先

3) 剖検
動物は観察 15 日にエーテル麻酔下で開腹後,腹大動
脈切断により放血・致死させてから剖検を行った.

結果

1. 死亡状況

2000 111g/kgを投与した第 1段階と第 2段階の動物計 6
例に死亡は認められなかった.

2. 一般状態

2000 1ng億gを投与した第 1段階と第 2段階の動物に
一般状態の異常は認められなかった,

3. 体重

2000 mg億gを投与した第 1段階と第 2段階の動物に
体重推移の異常は認められなかった.
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4. 剖検

20oo nlg値gを投与した第 1段階と第 2段階の動物に
肉眼病変は観察されなかった,

考察

2′.ア ニ リ ノ .6′‐[N‐エ チ ル‐N.(4- ト リル )ア ミ ノ ].3′-

メチルスピロ [インペンゾフラン‐1(3H),9′‐[9H]キサン

テン]‐3‐オン (ETAC) は , ラットの LD60 値が 16000

mg化g以上であるとの報告 1)以外に急性毒性に関する情
報は得られていない.
本試験の結果,第 1段階および第 2段階の 2000mg 魚g
の投与による死亡は認められなかった,従って,本試験
にお ける 2′‐アニ リノー6′‐[N‐エチル‐N‐(4‐トリル )ア ミ

ノ ]-3′-メチル ス ビロ [イ ンペ ンゾフラン -1(3H),9 ′-[9H]

キサンテン].3・オンのラットの LDもo値は 2000 mg 化g以

上であると推定される.
また,2000 n増永g の投与による一般状態や体重推移
への影響は認められず、剖検による肉眼病変も観察され
なかった .

2000 1ng魚g の投与量で死亡がみられなかったことか
ら ,2 ′‐ア ニ リ ノ .6′.[N. エ チノレ N.(4. トリル )ア ミノ ]-3′-

メチルスピロ[インペンゾフラン・1(3H),9′・[9H]キサン

テン].3‐オンは,GHS における急性毒性の等級として
Category 5(〉20oomg 魚g)に分類される.
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